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１ ． 章構成 
はじめに   
 
第 1 章 問題の所在と本研究の枠組み 
第 1 節 問題の所在 - 支援困難 -  
第 1 項 地域包括ケアシステムの構築をめぐる課題 
第 2 項 支援困難のとらえ方 
第 3 項 支援困難の要素 
第 4 項 本研究の研究課題 
  第 2 節 本研究の焦点 
   第 1 項  利用者の生活認識 
第 2 項 支援関係を通じた生活認識 
第 3 項 生活認識のシステム特性 
第 4 項 本研究の焦点－まとめ－ 
第 3 節 ICTの位置づけと本研究の枠組み  
第 1 項 ソーシャルワークと ICT  
第 2 項 ICT活用の可能性 
第 3 項 ICTのシステム特性 
第 4 項 本研究の枠組み 
第 4 節 本研究の仮説・目的・方法・構成  
    第 1 項 研究仮説 
第 2 項 研究目的 
第 3 項 研究方法 
第 4 項 研究構成－概念関係、本研究のフローチャート－ 
 
第 2 章 ジェネラル・ソーシャルワークにおける ICT 
第 1 節 ジェネラル・ソーシャルワークにおける生活認識 
第１項 ジェネラル・ソーシャルワークの概念理解 
第 2 項 生活の全体性 
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第 3 項 生活コスモスの認識 
第 4 項 実存性への視点 
 第 2 節 エコシステム構想の到達点 
第 1 項 エコシステム構想の開発目的 
第 2 項 生活のシステム構成 
第 3 項 支援ツールの開発状況 
第 4 項 支援ツール開発の到達点 
 第 3 節 ICTシステムの現状と活用課題 
第 1 項 ICTシステムの普及 
第 2 項 ICTシステムの活用範囲 
第 3 項 ICTシステムの活用者 
第 4 項 ICTシステムの活用課題 
第 4 節 ICTシステムを活用する枠組み 
第 1 項 ICTとしての支援ツール 
第 2 項 支援ツール活用の焦点 
第 3 項 ICTシステム活用の焦点 
第 4 項 ICTシステム活用の包括・統合的な活用 
 
第 3 章 ソーシャルワークにおける ICTシステム活用過程 
第 1 節 生活支援における ICTシステム 
第１項 ICTシステム活用の意義 
第 2 項 情報共有の過程 
第 3 項 生活情報の認識 
第 4 項 「情報収集・情報共有」と「情報入力・情報確認」 
  第 2 節 ICTシステム活用過程 
第 1 項 生活情報収集局面 
第 2 項 生活情報入力局面 
第 3 項 生活情報確認局面 
第 4 項 生活情報共有局面 
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  第 3 節 ICTシステム活用過程の展開と情報機器 
第 1 項 過程の循環 
第 2 項 過程のフィードバック 
第 3 項 ICTシステム活用過程における情報機器－支援関係場面－ 
第 4 項 ICTシステム活用過程における情報機器－広域的な展開－ 
第 4 節 ICTシステムを活用した支援展開 
第 1 項 支援困難への ICTシステム活用 
第 2 項 ソーシャルワークによる ICTシステム活用 
第 3 項 ソーシャルワークによる ICTシステム活用の展開 
第 4 項 支援困難を解決する ICTシステム活用過程の意義 
 
第 4 章 事例検証と考察 
第 1 節 調査目的・調査方法・倫理的配慮の方法 
第 2 節 事例検証 
  第 3 節 事例検証のまとめ 
第 4 節 考察 
 
第 5 章 ソーシャルワークの生活認識をめぐる ICT活用の展望 
第 1 節 生活認識におけるソーシャルワークの意義  
  第 1 項 仮説①の検証・考察 
第 2 項 仮説②の検証・考察 
第 3 項 仮説③の検証・考察 
第 4 項 仮説④の検証・考察 
第 2 節 ソーシャルワークの視座への展望 
  第 1 項 本研究の着想と ICT活用の展開 
第 2 項 ICTシステムによるインプット・アウトプット 
第 3 項 支援困難のシステム認識 
第 4 項 本研究の生活認識への視座 
第 3 節 本研究の成果とまとめ 
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  第 1 項 ICT活用の展開 
第 2 項 支援困難への支援ツールの活用 
第 3 項 本研究のまとめ－第 1 章から第 3 章－ 
第 4 項 本研究のまとめ－第 4 章から第 5 章－ 
第 4 節 今後の研究課題－本研究をふまえたソーシャルワークの展開－ 
  第 1 項 ICTを活用したソーシャルワークの研究課題 
第 2 項 支援困難に対する支援ツール開発の課題 
第 3 項「利用者の参加と協働」に向けた実践の課題 

































３ ． 本研究の仮説 ・ 目的 ・ 方法 





















































































る ICTと、生活支援を支える ICTシステムに分けて考えることにした。 
 












































ICT シ ス テ ム 
の 包 括 ・ 統合 
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第４章  事例検証と考察 


































































 支 援 ツ ー ル に よ る
  気 づ き  
 
 
事 例 13 
 
 
公 的 な 機 関 よ り も
近 隣 で 支 え て い る
こ と に 気 づ く 。  
 
 
事 例 14  
家 族 の 支 援 で 生 活
を 支 え て い る こ と
を 確 認 し た 。  
 
 
事 例 15  
 
 
公 的 な 機 関 よ り も
自 分 で 支 援 し て く
れ る 人 を 探 し て 生
活 を し て い る こ と
を 確 認 し た 。  
 
 
事 例 16  
 
 
問 題 の 緊 急 性 に 対
す る 認 識 が 、 利 用
者 と 支 援 者 で 異 な




 専 門 多 職 種 連 携 や  
 ICT シ ス テ ム の 特 徴  
利 用 者 と
    生 活 認 識
ICT シ ス テ ム 登 録 （ 緊  
急 時 連 絡 カ ー ド ）。  
※ 緊 急 通 報 装 置 も 利 用
し て い る 。  
 
利 用 者 と 社 会 福 祉 士
認 識 に 相 違
意 向 に 合 わ せ
ー ト を 重 視
し て い く こ と に し た
ICT シ ス テ ム 登 録 （ 緊
急 時 連 絡 カ ー ド ）。  
※ 緊 急 通 報 装 置 も 利 用
し て い る 。  
 
家 族 が ど こ ま で
か が 重 要 で あ る た め
す る 家 族 の
負 担 を 注 視
こ と に し た
ICT シ ス テ ム 登 録 （ 緊
急 時 連 絡 カ ー ド ）。  
※ 緊 急 通 報 装 置 も 利 用
し て い る 。  
 
利 用 者 と 社 会 福 祉 士
認 識 に 相 違
の 意 向 に 添
す る 。 緊 急 時
る 体 制 を つ く っ て お く
ICT シ ス テ ム 登 録 （ 緊
急 時 連 絡 カ ー ド ）。  
※ 緊 急 通 報 装 置 も 利 用
し て い る 。  
 
利 用 者 と 支 援 者
に 相 違 が あ る
に 添 っ た 支 援
緊 急 時 に は
が 必 要 で あ る
一部分を記載。 
社 会 福 祉 士 の  
 
の 現 状
が あ る 。 本 人 の
、 近 所 の サ ポ
し た 支 援 を 展 開
。  
支 援 で き る  
、 支 援
健 康 状 態 や 介 護
し 関 わ っ て い く
。  
の 現 状
が あ る が 、 本 人
っ た 支 援 を 展 開
に は 対 応 で き
。  
の 現 状 認 識
。 本 人 の 意 向
を 展 開 す る 。


















あることが明らかになった（第 1 章、第 2 章）  
②専門多職種連携は、職種間による生活認識の相違に着目することで、支援が展開で
きることが明らかになった（第 1 章、第 2 章） 
③支援困難に対するソーシャルワークの生活認識は、利用者との参加と協働、専門多
職種連携を志向した方法による展開が必要であることが示された（第 2 章） 
④ ICTシステム活用過程として新にそれを４つの過程に分けて整理し、その特性を検
討したのは本研究独自の知見である（第 3 章） 
⑤またその過程は、ソーシャルワークの展開として考えることができることを示唆し
た（第 3 章） 













みつけることができた（第 4 章） 
   ④第４段階の事例検証でも ICTシステムを活用した事例（４例）を検証したが、こち
らは、利用者とソーシャルワーカーによる生活認識の相違を確認できたことから、
利用者の生活コスモスをもとに次の支援へ展開するきっかけができた（第 4 章） 
⑤以上のことから、ソーシャルワークにおける ICTシステム活用は、インプット、ア
ウトプットの特性を活かしたソーシャルワークの展開として考えられ、支援困難を
解決するために、ソーシャルワーカー自らの生活認識を再確認するために用いるこ
とができることが明らかになった（第５章） 
 
 本研究の総括 
支援困難を解決するために、自分の力量を高める努力や専門多職種連携の展開、スー
パービジョンの体制づくり、あるいは ICT活用のシステムづくりなども必要であるが、こ
れらは、あくまでもソーシャルワークを実践するための手段や条件にすぎない。一番重要
なことは、ソーシャルワークの視野や発想をもとにして、支援困難な状況をとらえ直すこ
とである。その上で、自分だけでは対応できないような状況であれば、上司や他の専門職
などその支援困難に対応できる人へつなぐこともできるだろう。 
つまり、利用者の生活に対する認識の多様性を理解し、利用者の生活コスモスに着目し
た支援展開を工夫することこそが本来のソーシャルワークの視点であり、神髄だと考えら
れる。 
 
 
